
 
 
  

令和 4 年 4 月 15 日 発行 

発行：自民党東京都八王子市第２８支部 鈴木玲央 

討議資料 

自由民主党東京都八王子市第二十八支部 鈴木レオ事務所 

住所：東京都八王子市並木町 8-16-101 TEL：042-663-9132 FAX：042-661-3688 

HP：https://leo-leo.jp E-mail：info@leo-leo.jp 

学童の待機児童解消に向け、学童保育所と放課後子ども教室の連携推進 

令和 4年度より、学童保育所の待機者ゼロと共に、児童の安全な居場所づくりを目指し、かねてより要望して
おりました学校における空き教室の活用を積極的に行うこととなりました。これにより、保護者の方に安心し
て頂ける放課後体制に向けて、放課後子ども教室との連携を含め、さらに前進させて参ります。 

千人町と長房を繋ぐ睦橋が開通 

令和元年度東日本台風（台風 19号）にて被害を受けた千人町と、 
長房町会を結ぶ睦橋が、4月 1日に開通をすることとなりました。 
この間、ご不便をおかけすることとなりましたが、橋脚を無くし 
たことにより、台風に強い橋として整備することが出来ました。 

以前の睦橋 被災後の状況 令和 4年 4月 1日 開通 

舩田川沿い道路整備を実施 

整備前の道路 整備後の道路 

つつじが丘トンネルより船田川に沿って通っている道路整備を進めております。全線開通に向けて、引き続き
地域の皆様のご意見、ご要望を聞きながら取り組んで参ります、 

中散田公園の公園整備を決定 

地域の皆様より要望を頂き、兼ねてより取り組んでおりました中散
田公園整備について、令和 4年度の新年度予算において整備費用が
可決となりました。 
今後、この費用により、公園内ベンチの改修や広場整備などを速や
かに行うよう進めて参ります。 

    
○令和 4年度 新年度予算 

      公園整備 公園施設整備    43,878 千円 
        中散田公園広場改修工事費  4,840 千円 

【ごあいさつ】 
拝啓 春暖の候、後援会の皆様におかれましては、ご健勝のことと、心よりお慶び申し上げます。 

さて、八王子市議会では、2月 22 日より開会されておりました第 1回市議会定例会議が、3月 28 日
をもって閉会となりました。 
本議会では、3月 3日に令和 4年度の新年度予算に対する代表質疑を、自民党新政会を代表して行い

ました。詳細については、次ページもしくは、議会ホームページのインターネット中継の録画よりご
覧頂くことが出来ます。 
代表質疑の終了後、新年度予算を審議する予算等審査特別委員会を設置し、予算委員会並びに各常

任委員会の分科会にて審議が行われ、予算等審査特別委員会では賛成多数で可決となりました。 
3月 28 日、予算委員会の委員長報告がされた後に、本会議において予算案の採決が行われ、投票総

数 37票に対し、賛成 32票、反対 5票にて可決となりました。 
さらに、今もなお続いておりますロシア軍のウクライナに対する侵略に対し、急遽、3月 9日に追加

日程を行い、「ロシア連邦によるウクライナへの侵略に抗議し、ロシア軍の即時撤退を求める決議」を
私が賛成者を代表して提案説明を行い、全会一致にて可決を致しました。 

令和 4年 4月より、本議会にて可決となりました本予算に則り、行政運営が行われます。未だ新型
コロナウイルス感染症の感染拡大が終息せず、国際情勢においても緊張が続いております。コロナに
より経済的な打撃を受けた中小企業や、国際情勢の影響による物価の上昇、さらには令和 3年度より
続いている事業計画など、令和 4年度においても継続すると共に新たな施策に取り組まなければなら
ない状況が続くと考えております。 
市議会にお送り頂き、政治に携わることとなってから 15年が経過しました。来年には、統一地方選

挙が予定されている中、気持ち新たに市政発展に向けて取り組んで参ります。 
末筆となりますが、後援会の皆様におかれましても、コロナ感染などにお気をつけ頂き、新年度が

素晴らしい年度となりますこと、心よりお祈り申し上げます。 
草々 

八王子市議会議員 鈴木レオ 

新年度予算書 

写真 左 

映像で見る八王子の半世紀 

映写会 

（長房市民センターにて） 

写真 右 

千人町と長房を繋ぐ 

睦橋の設置工事の様子 
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【質疑の通告内容】 
１．令和４年度（2022 年度）八王子市一般会計、各特別会計及び公営企業会計予算並びに関連する議案について 
（１）令和４年度（2022 年度）予算について 
  ア．八王子ビジョン 2022 の完了年度における取組について 
  イ．歳出における予算割合について（＊） 
（２）新型コロナウイルス感染症対策について 
  ア．アフターコロナに対する施策について 
  イ．新保健所設置による今後の体制について 
  ウ．中小企業支援策について（＊） 
（３）教育・子育て支援について 
  ア．学童保育所と放課後子ども教室の一体的運用について 
  イ．義務教育学校設置の取組について 
  ウ．保育従事者への処遇改善について 
（４）地域の安心・安全への取組について 
  ア．災害や点検におけるドローン活用について 
  イ．消防団員確保への施策について 
  ウ．（仮称）災害対策センターの整備について 

議員提出議案第 1号  
ロシア連邦によるウクライナへの侵略に抗議し、ロシア軍の即時撤退を求める決議 

（５）地域づくりについて 
  ア．八王子駅南口集いの拠点整備事業について 
  イ．旭町・明神町地区周辺まちづくりの推進について 
  ウ．北野地区土地活用方針について 
  エ．地域公共交通の充実に向けた取組について（＊） 
（６）日本遺産を活かした観光政策について 
（７）ゼロカーボンシティ宣言の取組について 
（８）ＤＸ推進に向けて 
  ア．マイナンバーカードの普及促進について 
  イ．学校のネットワーク環境充実の取組について 
（９）市政運営について 
  ア．2040 年の未来に向けた取組について 

【会派代表質疑の質疑につい
ては、右の QRコードよりご
覧頂けます】 

ロシア連邦によるウクライナへの侵略に抗議し、 
ロシア軍の即時撤退を求める決議 

 
去る２月 24 日、ロシア連邦は、ウクライナへの侵攻を開始し、複

数都市を支配下に置くとともに、民間人を含む多くの犠牲者を出す事
態を起こしている。この行為は、決して容認されるものではなく、武 
力行使の禁止を規定している国際連合憲章、前文及び第２条第４項に
反し、国際社会の平和と安全を著しく損なうものである。  
さらに、ロシア連邦のプーチン大統領は核兵器の脅威をもって威嚇

しており、このような行為も断じて許されない。武力や脅威により、
国の主権や人々の生命、自由を踏みにじる、一方的な現状変更は国際
秩序を揺るがすものであり、強く抗議する。  
本市は昭和 57 年に八王子市非核平和都市を宣言し、その文面にお

いて、「核兵器の廃絶と軍備縮小の推進に積極的な役割を果たさなけ
ればならない」と明示している。  
よって、八王子市議会は、核兵器の使用に断固反対するとともに、

ロシア連邦の武力によるウクライナへの侵略を直ちに中止し、ロシア
軍の即時撤退並びに、平和的解決を強く求めるものである。  

 
以上、決議する。  
 
令和４年(2022年)３月９日  

八王子市議会 

令和 4年 3月 9日、第
1回市議会定例会の会期

中に急遽、追加日程を行
い、右の決議を上程しま
した。 
提案説明について、賛

成者を代表して私が行
い、全会一致にて可決さ

れました。 
決議文については、在

日ロシア大使館へ送付し
ております。 
提案説明については、

下記の QRコードよりご

覧頂くことが出来ます。 
なお、決議と合わせ

て、石森市長よりロシア
に対して同様の市長メッ
セージが出されました。 

令和 4年 3月 26 日、コロナ禍により延期されておりました
自民党八王子総支部定期総会が、八王子織物組合講堂におい
て、感染対策を行った上で開催されました。 

この総会において、通常の議案と合わせて、ロシアへのウク
ライナ侵攻に対する決議が追加上程され、満場一致にて可決さ
れました。 
上程については、議会と同様に、会派代表を務めさせて頂い

ている私が提案説明を行いました。 
合わせて、会場にておいウクライナ支援への募金活動を行わ

せて頂き、頂いた募金は自民党を通じてウクライナへの人道支
援として送らせて頂きます。 
なお、自民党では、3月 13 日から 4 月 30 日まで、「自由民

主党ウクライナ人道支援募金」を行っており、詳細は自民党ホ
ームページもしくは右のＱＲコードよりご覧頂けます。 

【主な質疑の概要：上記の＊について記載】 
問）民生費の割合が過去最高となる 52.3％を占める。教育・子育て分野や土木事業など、未来への投資を圧迫

してしまう懸念があると思うが、この民生費の予算に占める割合が与える影響をどのように考えるか。 
答）民生費の大部分をなす社会保障関係経費が今後も増え続ける中、次世代の育成に向けた投資は、効果的に推

進していかなければならない。国が進めている社会保障制度改革にあわせた見直しと、すべての事業を対象
に、事業の選択と集中を進めることで、「夢と希望が持てる魅力あふれるまち」の実現を目指す。 

問）コロナ支援のゼロ・ゼロ融資により、経済情勢の悪化にも関わらず倒産件数は低く抑えられている。これは、
実質的に無利子・無担保で融資を受けられるもので、これに加え返済据置期間を設定することで中小企業の
資金繰りを支えている。しかし、今後は据置期間も終了し、借入金の返済が始まると急激に資金繰りが悪化
する。これに対する、地域の中小企業支援策の方向性について、市長の考えをお答えください。 

答）令和４年度予算では、資金繰りを支える事業資金助成制度も大胆に再構築し、中小企業の支援策を打ち出
している。今後も中小企業の支援、新たな担い手であるスタートアップ支援など積極的に取組んでいく。 

問）自動運転技術など新たな手法による効率的な運行により、地域公共交通全体の最適化を図ることが重要であ
る。持続可能な地域公共交通の実現に向けた令和 4 年度の取り組みについて考えをお答えください。 

答）新技術の導入は、車両の更新時期を迎えることから、脱炭素化に向けた電気自動車への買い替えについても
検討を行う。さらに、オンデマンド交通システムなど新たな運行形態の検討を進め、地域特性に合わせた効
率的な運行の実現に向けた取り組みを進めていく。 

 


